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１．校訓、教育目標

校訓 自主 開拓

学校教育目標

健康で、豊かな心と知性をそなえ、すすんで自己を開発する生徒の育成

目指す生徒像

Ｄ 志をもち、目標の実現に向けて一歩踏み出す生徒＜自己開発＞
Ｃ 粘り強く探究・工夫し問題解決する生徒＜学力＞

Ｂ 互いを思いやり、集団として高め合う生徒＜集団力＞
Ａ 健康な心と体をもつ生徒＜心力、体力＞

ふるさとをベースとして

２．経営の重点

本年度のテーマ 生徒の顔が上がっている学校づくり

Ａ：心力、体力（生徒指導、健康安全）→安定した心、健康な体が基礎となって顔が上がる

・「誠意はスピード」を合い言葉とした迅速な組織的対応と連携（生徒指導）
・健全な生活習慣の確立
・危機回避能力の育成。考えて行動できる生徒（避難訓練・交通安全教室等）

Ｂ：集団力→居場所がある集団の中で、自己や集団の向上が実感できれば顔が上がる

・授業における生徒指導（聞く、認める、助ける、共感する）
・「いじめゼロに向けた取組」「あいさつ運動」等、生徒会が主体となって行う集会・活動
の推進

・集団力を醸成する学校行事、合唱、生徒活動
・特別支援学級との温かい交流、支援学校との交流

Ｃ：学力（学習指導）→楽しく分かり、学びの価値を実感できる授業であれば顔が上がる

・後半重視型のテンポよい授業
・学び合いの充実、「振り返り」での価値付け
・学習内容の定着
・教員研修の推進

Ｄ：自己開発（ふるさとキャリア教育）…ふるさとに誇りをもち、目標をもって努力してい
れば顔が上がる

・地域から応援してもらえる学校づくり（地域に喜ばれる活動）
・学校や能代のよさを語ることのできる総合的な学習の時間、学校行事
・小中、高校、支援学校との連携を図った教育活動
・将来を見通した進路指導の充実

 
 


